
北九州市　共創提案フォーム
原則2枚で作成ください。
１．会社概要
	法人等の名称
	

	貴社ＨＰリンク
	



２．提案概要（事業の全体像とビジョン）
提案タイトル（「（解決したい課題）を解決する、（具体的な解決策）事業」）
	


提案事業のフェーズ
☐アイデア創出（構想段階）　☐新規開発・実証（プロダクトの実証）　☐既存サービス・技術の応用
提案要旨
下記3つの項目について長文は避け、各項目3〜5行程度の箇条書きで簡潔に記載してください。
【Why】  誰の、どのような課題を解決し、どんな未来を創りたいか？
	例）
・超高齢社会における移動困難者の課題を解決し、誰もが自由に外出できる環境を構築すると同時に、「シニア向けMaaS」という新たな巨大市場を創出したい。
・市の未利用データと地元事業者のネットワークを掛け合わせたプラットフォームを構築し、市民に新たな利便性を提供しながら、地域内で経済が循環する持続可能なエコシステムを実現したい。


【How】  Whyで記載した課題に対し、貴社のどのような強み（独自の技術、ノウハウ、新しいビジネスモデルやアプローチ等）を活用して解決に導くか？
	例）
・自社独自の〇〇技術（例：AIデータ解析、マッチング基盤等）と、地元事業者や金融機関を巻き込んだ協業体制（エコシステム）により、社会的価値と経済的価値を両立させる。
・市民へは基礎サービスを無償または低価格で提供して圧倒的な普及率を確保し、そこから得られるデータや送客効果を活かして提携事業者から収益を得るビジネスモデルを適用する。


【What】 誰に対して、どのようなアクションを行うか？
	[bookmark: _Hlk229736134]例）
・本市の特定エリアにおいて自社リソース（資金・人員）を先行投資し、住民〇〇名を対象にサービスを提供、商用化に向けた行動データ検証を行う。
・本市の〇〇課題を抱える部署と連携し、自社プロダクトの試験運用を実施。既存の行政業務フローとの適合性やコスト削減効果を検証する。



３．本提案の背景と「なぜ北九州市なのか？」
  なぜ北九州市に着目し、市のどのような具体的な課題に着目したのか、そして、その課題に対して貴社のソリューションがなぜ有効で必要なのかを、要点を箇条書きにした上で、その背景や理由を簡潔な文章で補足してください。
※もし、本市の既存事業や行政の運用フローに対して、明確な代替案や業務効率化（Before/After）の提案がある場合は、その旨も記載してください。
	例）
・課題先進地でのデータ蓄積により、類似課題を持つ他都市への展開で圧倒的優位性を築くため
・政令市での導入実績を「北九州モデル」として確立し、国内外への営業の強力な箔付けとするため
・多様な産業・インフラが凝縮された本市を、新規事業の検証スピードを最大化する実験場とするため
・行政のハブ機能を活用し、規制緩和や地域連携を通じた「新しい市場ルール」を共に形成したいため


４．本事業における役割分担（北九州市への依頼事項と、貴社の提供リソース）
本提案を共創事業とするために、北九州市に協力いただきたいこと（提供いただきたいリソース）と、本プロジェクトに対して貴社が特別に提供できるリソースや条件（無償提供、独自データの提供など）を、それぞれ箇条書きで簡潔に記載してください。
【北九州市への依頼事項】
	例）
・効果検証に向けた自治体保有データの提供の利活用に向けた相談と提供
・実証に協力・参加いただける地元事業者、関連団体、金融機関等の紹介とお引き合わせ
・自社プロダクトの庁内での先行導入・試験利用と、職員によるフィードバックの提供
・市広報媒体（市広報紙、HP等）を活用した、市民や事業者向けの広報・モニター募集協力


【提供可能なリソース・特別条件】
	例）
・共同開発後のソリューションの持続的な無償提供（システム利用料の完全無償提供）
・本プロジェクトに関する、自費負担での市民向け広報活動（チラシ作成やプレスリリースの実施）
・共同での施策考案、セミナーやワークショップ等の共催※市の経費負担なし



５．期待される成果
本事業によって当市及び市民にもたらされる具体的なメリット（定量・定性）と、本事業の実施が、貴社のビジネスや成長戦略においてどのようなメリットをもたらすか、今後の展開を含めて、３～５行程度の箇条書きで簡潔に記載してください。
※本提案事業において、『何を検証し、どのような指標（KPI）を達成すれば成功とするか』についても可能な範囲で言及してください。
	例）
・【市】高齢者の社会参加機会を創出し、社会的孤立を解消する。
（KPI：対象エリアにおけるコミュニティ事業への参加率 前年比〇〇％向上）
・【市】市民の環境配慮への行動変容を促し、持続可能な都市の実現に貢献する。
（KPI：市内の家庭系食品ロス 年間〇〇トン削減）
・【自社】自社サービスの社会インフラ化による提携事業者からのシステム連携費・紹介料（toB）による収益化。
（KPI：外部提携事業者数 〇〇社）
・【自社】本プロジェクトで得た知見をもとに、〇〇分野における新規事業の商用化。
（KPI：202X年度中の新サービス正式リリース）



６．大まかなスケジュール
　　準備開始から事業展開（実証・導入等）、効果検証に至るまでの想定スケジュールを簡潔に記載してください。
	例）
2026年5月 実施内容の詳細協議
2026年6月 実証フィールドの選定・調整
2026年7月 協定締結
2026年8月 プロジェクト開始



既存のパンフレットや、事業スキームの図解（ポンチ絵）などあれば、別途PDF等で併せてご提出ください。
